
認
証
状
取
得
者
急
増
し

て
い
ま
す
！

放
送
大
学
で
学
ん
だ
こ
と

を
社
会
の
中
で
生
か
す
た
め

に
も
、
も
う
一
つ
の
卒
業
証

書
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の
学

生

岡
里
順
子
さ
ん
は
科
目

群
認
証
制
度
の
認
証
を
受
け

ま
し
た
。
十
九
年
九
月
、

「
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
」

「
健
康
福
祉
運
動
指
導
者
」

の
二
つ
の
プ
ラ
ン
を
取
得
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ア
を
し
て
い
る
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
責
任

者
に
こ
の
認
証
状
を
呈
示
し

た
と
こ
ろ
、
更
に
信
頼
も
深

ま
り
、
重
度
障
害
者
の
介
護

の
中
で
活
動
の
幅
が
広
が
っ

た
そ
う
で
す
。

平
成
十
八
年
度
よ
り
実
施

さ
れ
て
い
る
科
目
群
履
修
認

証
制
度
（
エ
キ
ス
パ
ー
ト
）

で
す
が
、
現
在
二
三
の
プ
ラ

ン
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

既
に
数
多
く
の
単
位
を
修

得
さ
れ
て
い
る
方
は
、
一
度

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
入
手
し
て

確
認
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
調
べ
て
み
る
と

認
証
条
件
を
満
た
し
て
い
る

か
、
ま
た
は
、
あ
と
一
歩
で

認
証
可
能
に
近
づ
い
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

シ
ス
テ
ムW

A
K
A
B
A

の
「
資

格
自
己
判
定
」
で
も
、
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
の
認
証
状

発
行
数
は
二
八
四
八
件
、

四
月
一
日
現
在
、
認
証

状
累
積
発
行
数
は
四
四

一
七
件
に
の
ぼ
っ
て
い

ま
す
。

詳
し
く
は
埼
玉

学
習
セ
ン
タ
ー
窓

口
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

（
下
段
「
学
生
手

帳
」
欄
参
照
）

大
学
説
明
会
（
学
習
相
談

を
含
む
）
を
実
施
し
ま
す
。

（
在
学
生
も
参
加
で
き
ま
す
）

・
開
催
日
：
平
成
21
年
7
月

12
日
・
19
日
、
8
月
9
日
・

16
日
（
全
て
日
曜
日
）

・
時
間
：
午
後
1
時
30
分
～

午
後
３
時
頃
（
予
定
）

・
内
容
：
大
学
紹
介
ビ
デ
オ

放
映
、
大
学
の
説
明
・
履
修

案
内
、
卒
業
生
の
体
験
談
、

面
接
授
業
見
学
・
模
擬
講
義

等
（
予
定
）
、
施
設
見
学
・

個
別
相
談

放
送
大
学
埼
玉
C
S
C
交

流
会
で
は
、
6
月
18
日
（
木
）

午
後
1
時
半
か
ら
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
8
階
講
堂
会
議
室

で
各
サ
ー
ク
ル
・
団
体
の
代

表
者
会
議
を
開
催
す
る
。
主

な
議
題
は
フ
ェ
ス
タ
を
は
じ

め
と
す
る
今
年
度
の
活
動
計

画
及
び
新
役
員
の
選
出
で
あ

る
。
「
学
習
セ
ン
タ
ー
利
用

の
手
引
」
（
青
冊
子
）
掲
載

の
各
団
体
に
は
開
催
通
知
を

差
し
上
げ
て
い
る
が
、
未
掲

載
の
団
体
の
代
表
者
に
も
是

非
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
こ
と
で
あ
る
。

＊
C
S
C
は
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
を
楽
し
く
活
気
あ
る

学
び
舎
と
す
る
た
め
、
学
生

サ
ー
ク
ル
や
同
窓
会
、
学
習

セ
ン
タ
ー
の
三
者
が
協
力
し

て
い
こ
う
と
結
成
さ
れ
た
団

体
で
、
最
初
の
「

C
」
は

サ
ー
ク
ル
、
「

S
」
は
同

窓
会
の
シ
ン
ボ
ル
桜
草
、
最

後
の
「

C
」
は
セ
ン
タ
ー

を
表
し
て
い
る
。

今
回
の
探
訪
コ
ー
ナ
ー
は

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
一
番

近
い
と
い
う
こ
と
で
足
立
学

習
セ
ン
タ
ー
に
決
定
し
ま
し

た
。４

月
13
日
、
北
千
住
の
駅

か
ら
和
田
九
三
同
窓
会
会
長

に
、
街
道
の
名
所
か
ら
セ
ン

タ
ー
の
中
ま
で
案
内
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

北
千
住
駅
よ
り
徒
歩
15
分
、

「
学
び
ピ
ア
21
」
ビ
ル
の
６

階
に
東
京
足
立
学
習
セ
ン
タ
ー

が
あ
り
ま
し
た
。

女
性
セ
ン
タ
ー
長
赴
任

学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
冨

永
セ
ン
タ
ー
長
、
上
島
正
彦

事
務
長
が
お
迎
え
く
だ
さ
り
、

私
た
ち
の
質
問
に
丁
寧
に
応

対
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
数
少
な
い
女

性
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
冨
永

典
子
先
生
が
着
任
な
さ
い
ま

し
た
。
「
学
び
た
い
気
持
ち

を
大
切
に
し
、
皆
さ
ん
の
触

れ
合
い
の
場
と
し
て
セ
ン
タ
ー

が
お
役
に
立
つ
よ
う
努
力
す

る
つ
も
り
で
す
」
と
抱
負
を

語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

勉
強
に
集
中
で
き
る
環
境

目
の
前
が
荒
川
土
手
で
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
恵
ま
れ
、

勉
強
に
疲
れ
た
ら
土
手
を
歩

い
て
も
息
抜
き
に
な
り
ま
す
。

「
学
び
ピ
ア
21
」
は
、
１
階

か
ら
３
階
ま
で
が
足
立
区
立

図
書
館
で
区
民
と
と
も
に
い

つ
で
も
利
用
で
き
、
休
館
日

は
月
１
回
と
の
こ
と
で
し
た
。

４
階
か
ら
５
階
が
足
立
区

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
６
階

が
放
送
大
学
東
京
足
立
学
習

セ
ン
タ
ー
で
す
。
番
組
再
視

聴
の
ブ
ー
ス
は
45
台
あ
り
、

学
習
用
の
図
書
は
約
三
万
一

千
冊
で
す
。
７
階
に
は
レ
ス

ト
ラ
ン
「
さ
く
ら
」
が
あ
り
、

展
望
も
良
く
お
値
段
も
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
で
す
。
た
だ
し
面

接
授
業
の
土
、
日
曜
日
は
、

混
み
合
い
お
弁
当
持
参
を
お

勧
め
し
ま
す
。

通
学
路
は
旧
日
光
街
道

千
住
の
町
は
、
日
光
道
中

の
初
宿
と
し
て
発
展
し
た
宿

場
町
で
す
。
歴
史
を
感
じ
さ

せ
る
街
並
み
や
、
建
造
物
を

多
く
見
る
こ
と
が
出
来
、
近

代
の
建
築
様
式
の
名
残
も
随

所
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

駅
か
ら
数
分
の
宿
場
町
通

り
に
入
る
と
、
千
住
本
陣
跡

の
案
内
板
が
あ
り
、
千
住
宿
、

高
札
場
、
横
田
家
住
宅
（
旧

紙
問
屋
）
吉
田
家
（
千
住
絵

馬
屋
）
千
住
名
倉
（
ほ
ね
つ

ぎ
）
な
ど
の
昔
の
面
影
を
残

し
た
通
り
で
し
た
。
「
槍
か

け
だ
ん
ご
」
は
お
土
産
に
お

勧
め
で
す
。

足
立
で
は
9
月
に
同
窓
会

設
立
15
周
年
記
念
行
事
を
計

画
さ
れ
、
石
学
長
の
講
演
も

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
参
加
を

足
立
同
窓
会
記
念
講
演
会

・
日
時

９
月
５
日
（
土
）

13
時
～
18
時

・
会
場

足
立
学
習
セ
ン
タ
ー

・
講
師

放
送
大
学

石

弘
光
学
長

サ
ー
ク
ル
紹
介

足
立
学
習
セ
ン
タ
ー
の
学

生
サ
ー
ク
ル
に
は
、
あ
び
こ

校
友
会
、
謡
曲
仕
舞
同
好
会
、

ツ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
、
心
理

学
研
究
会
、
三
曲
同
好
会
が

あ
り
活
発
に
活
動
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

（
伊
藤
、
笹
原
、
福
島
、

森
岡
）

（
写
真
は
卒
業
生
銘
板
前
で

セ
ン
タ
ー
長
さ
ん
を
囲
み
）

３
月
９
日
、
待

望
の
単
位
認
定
試

験
の
成
績
通
知
書

が
届
き
、
「
人
間

の
探
求
コ
ー
ス
」

卒
業
確
認
に
よ
る

安
心
感
と
と
も
に
、

「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
の
認
定

取
得
要
件
を
充
足
し
て
い
る

か
否
か
を
調
べ
て
み
た
。

こ
の
制
度
は
放
送
大
学
の

卒
業
要
件
で
は
な
い
が
、
平

成
19
年
の
学
校
教
育
法
の
改

正
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
「
履

修
証
明
制
度
」
に
則
り
、
放

送
大
学
の
特
定
授
業
科
目
群

を
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り
、

体
系
的
に
学
習
を
修
め
た
こ

と
を
証
明
す
る
制
度
で
あ
る
。

20
年
度
は
22
プ
ラ
ン
用
意
さ

れ
て
い
る
。
20
年
度
第
２
学

期
に
選
択
し
た
科
目
の
２
単

位
を
取
得
す
れ
ば
卒
業
可
能

で
あ
っ
た
し
安
心
し
て
「
エ

キ
ス
パ
ー
ト
認
証
」
取
得
に

専
念
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

３
月
13
日
、
大
学
本
部
に

こ
の
制
度
の
取
得
要
件
を
満

た
し
て
い
る
か
の
確
認
電
話

を
入
れ
る
と
、
即
刻
返
事
が

あ
り
、
な
ん
と
２
つ
の
コ
ー

ス
の
認
証
プ
ラ
ン
の
取
得
要

件
を
充
足
し
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
、
さ
っ
そ
く
「
20
年

度
認
証
状
の
交
付
願
い
」
の

手
続
き
を
済
ま
せ
、
本
部
へ

書
類
を
送
付
し
た
。

４
月
に
入
っ
て
、
認
証
状

の
到
着
を
心
待
ち
に
し
て
い

た
ら
14
日
に
３
月
１
日
付
の

認
証
状
と
エ
キ
ス
パ
ー
ト
カ
ー

ド
が
２
コ
ー
ス
分
（
「
健
康

福
祉
指
導
プ
ラ
ン
」
、
「
福

祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
プ
ラ
ン
」
）

発
送
さ
れ
て
き
た
。
思
い
が

け
ず
に
取
得
で
き
た
認
証
状

で
あ
っ
た
が
、
「
少
し
体
系

的
に
自
分
の
興
味
あ
る
分
野

を
集
中
し
て
履
修
さ
え
す
れ

ば
必
ず
取
得
可
能
な
制
度
で

あ
る
。
」
と
思
う
。

笹
原

誠
二

第2号 学 生 新 聞 平成２１年５月３０日
1

放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会
学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

TEL048-650-2611

学
生
新
聞

学生手帳

エ
キ
ス
パ
ー
ト
認
証
状

取
得
者
急
増
！

大
学
説
明
会
開
催

C
S
C

代
表
者
会
議
開
催

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
属

の
馬
場
令
子
さ
ん
が
イ
ギ
リ

ス
のU

N
I
V
E
R
S
I
T
Y

O
F

E
A
S
T

A
N
G
L
I
A

大
学
院
に
留
学
す

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

出
発
す
る
前
に
留
学
す
る
き
っ

か
け
や
今
後
の
抱
負
な
ど
に

つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

ル
ー
：
こ
ん
に
ち
は
、
こ
の

た
び
、U

N
I
V
E
R
S
I
T
Y

O
F

E
A

S
T

A
N
G
L
I
A

大
学
院
合
格

を
な
さ
っ
て
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

馬
場
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

ル
ー
：
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
な

さ
る
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

馬
場
：
友
人
に
ア
メ
リ
カ
へ

留
学
の
説
明
会
に
誘
わ
れ
た

の
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
後

留
学
に
挑
戦
し
ょ
う
と
い
う

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

ル
ー
：
友
人
と
同
じ
く
ア
メ

リ
カ
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス

の
大
学
を
選
ん
だ
理
由
は
何

で
す
か
。

馬
場
：
二
年
前
イ
ギ
リ
ス
の

英
語
の
ス
ク
ー
ル
で
勉
強
を

し
て
い
た
と
き
に
、
一
ヶ
月

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
し
た
経
験

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
今
回

行
くN

O
R
I
C
H

は
と
て
も
い
い

町
で
、
安
心
し
て
勉
強
で
き

ま
す
。

ル
ー
：
こ
の
大
学
の
専
攻
コ
ー

ス
の
中
で
、
な
ぜ
、
「
開
発

学
」
の
「
環
境
」
を
選
ん
だ

の
で
す
か
。

馬
場
：
将
来
、N

G
O

かJ
I
C
A

な
ど
発
展
途
上
国
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
環
境
問
題

の
支
援
に
取
り
組
む
予
定
で

す
。

ル
ー
：
グ
ロ
ー
バ
ル
の
課
題

に
挑
戦
す
る
こ
と
に
敬
意
を

は
ら
い
ま
す
。
す
ば
ら
し
い

こ
と
で
す
。

今
日
は
、
お
忙
し
い
と
こ

ろ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
を
応

じ
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
ど

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

馬
場
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
ル
ー
・
ヨ
ー
ク
フ
ォ
ン
記
）

イ
ギ
リ
ス
に
夢
を
追
う

馬
場
令
子
さ
ん
英
国
留
学

認
定
心
理
士
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。

認
定
心
理
士
と
は
？

心
理
学
の
基
礎
を
学
べ
る
大
学
・
学
部
は

多
数
あ
り
ま
す
が
、
学
部
名
を
見
た
限
り

で
は
判
断
不
可
能
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と

か
ら
、

「
こ
の
人
は
４
年
制
大
学
の
心
理
学
科

（
あ
る
い
は
心
理
学
部
）
で
、
心
理
学
の

標
準
的
な
基
礎
教
育
を
受
け
て
き
ま
し
た
」

と
い
う
こ
と
を
、
日
本
心
理
学
会
と
い
う

日
本
で
一
番
大
き
な
心
理
学
の
学
会
が
認

定
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

単
位
の
修
得
に
つ
い
て

放
送
大
学
で
は
、
放
送
授
業
・
面
接
授
業

で
、
認
定
心
理
士
資
格
取
得
に
必
要
な
科

目
の
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
願
い
ま
す
。

よ
り
詳
細
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方

放
送
大
学
準
教
授

星
薫
先
生
のw

e
b

で
ご

確
認
願
い
ま
す
。

ht
tp
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w
w
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認
定
心
理
士
の

資
格
が
取
れ
ま
す

探
訪
コ
ー
ナ
ー

第
２
回

東
京
足
立
学
習
セ
ン
タ
ー

春
の
叙
勲
で
受
賞

去
る
４
月
29
日
、
春
の
叙
勲

で
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
属

の
学
生
余
米
賢
三
さ
ん
が
、

栄
え
あ
る
瑞
宝
小
綬
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
の
文
部
行
政
へ
の
貢

献
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

余
米
さ
ん
は
、
か
っ
て
放

送
大
学
の
会
計
課
長
を
歴
任

さ
れ
て
お
り
、
在
任
中
、
現

在
の
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の

学
舎
購
入
を
担
当
さ
れ
ま
し

た
。 余

米
さ
ん

お
め
で
と
う



【
同
窓
会
】

6
月

同
窓
会
会
報
さ
く

ら
草
発
行

7
月

日
帰
り
親
睦
旅
行

を
計
画

詳
細
は
掲
示
板
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
サ
ー
ク
ル
お
お
み
や
】

サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
通
じ

て
親
睦
を
深
め
、
お
互
い
の

個
性
を
尊
重
し
、
豊
か
な
人

間
関
係
を
形
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
、
最
も
歴
史
の

あ
る
団
体
で
す
。

・
７
月
４
日
（
土
）

埼
玉

学
習
セ
ン
タ
ー
８
階
で
１
４

時

か

ら

「

オ

ペ

ラ

鑑

賞

（
「
道
化
師
」
予
定
）
」
と

「
９
月
合
宿
内
容
の
検
討
」
。

・
８
月
22
日
（
土
）

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
８
階

で
１
４
時
か
ら
「
下
期
活
動

計
画
の
策
定
」
と
「
９
月
合

宿
の
詳
細
を
提
示
」
。

【
中
国
語
サ
ー
ク
ル
】

当
サ
ー
ク
ル
は
面
接
授

業
講
師
の
崔
先
生
の
指
導
で

実
用
的
中
国
語
の
基
礎
だ
け

で
な
く
、
幅
広
い
中
国
事
情

の
習
得
や
中
国
語
歌
唱
の
練

習
に
も
力
を
入
れ
語
学
力
向

上
を
計
っ
て
い
ま
す
。

初
心
者
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

月
３
回
木
曜
日

【
古
文
書
の
会
】

6
月
20
日
（
土
）

6
月
27
日
（
土
）

7
月
11
日
（
土
）

午
前

11
時
～
12
時
、
初
級

く
ず
し
字
・
戯
画
版
字
等

午
後
１
時
～
３
時
、
［
信
長

公
記
］
解
説
。

午
後
の
部

堀

新

教
授

担
当
。

【
熟
年
会
】

会
員
の
交
流
を
深
め
る
た

め
の
い
ろ
ん
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

①
勉
強
会

6
月
9
日
ボ
ラ

ン
テ
ァ
（
講
義
と
実
習
）
、

7
月
14
日
学
習
情
報
交
換
会

②
パ
ソ
コ
ン
教
室

毎
週
火

曜
日
（
第
2
火
曜
日
及
び
試

験
期
間
中
を
除
く
）

③
イ
ベ
ン
ト

６
月
中
に
博

物
館
、
美
術
館
巡
り
を
予
定

【
健
康
体
操
研
究
会
】

毎
週
火
曜
日
、
８
階
講
堂

に
て
、
午
前
中
の
ひ
と
と
き

を
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く

汗
を
流
し
て
お
り
ま
す
。
転

倒
予
防
に
も
つ
な
が
る
、
負

担
の
か
か
ら
な
い
き
れ
い
な

歩
き
方
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

７
月
に
は
歓
迎
会
を
兼
ね
た

納
涼
親
睦
会
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

俳
句

梶
野
愼
一

新
緑
に

木
陰
求
め
て

影

二
つ

朝
ま
だ
き

人
待
ち
顔
に

花
菖
蒲

露
草
の

触
れ
な
ば
落
ち
る

涙
顔

（
放
送
大
学
前
理
事
）

大
類
と
く
江

谷
間
（
た
に
あ
い
）
に
う
る

お
う
ば
か
り

青
田
か
な

宮
参
り

薫
風
稚
児
を

く
す
ぐ
り
て

川
柳

四
倉

光

病
院
の
待
合
室
に
て
詠
め
る

小
児
科
で

名
前
を
呼
ば
れ

泣
き
だ
す
子

連
句

平
成
二
十
一
年
四
月
十
四
日

連
衆

熟
年
会
会
員

花
吹
雪
の
巻
（
表
六
句
）

発
句

花
吹
雪

ま
ふ
は

天
女
の
幻
か

と
く
江

脇

ま
ぼ
ろ
し
覚
ま
す

へ
た
な
か
ら
お
け

良
雄

第
三

騒
音
も
ど
こ
吹
く
風

と
舟
を
こ
ぎ

和
彦

第
四

ソ
マ
リ
ア
沖
へ

海
賊
退
治

二
千
雄

第
五

未
来
へ
の

宝
さ
が

し
の
地
図
い
ず
こ

山
絹

第
六

何
処
へ
行
き
た
や

夫
婦
の
旅
を

忠
雄

・
４
月
18
日

筑
波
宇
宙
セ

ン
タ
ー
特
別
公
開
で
探
査
衛

星
「
い
ぶ
き
」
に
つ
い
て
講

演
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
．

宇
宙
食
の
試
食
や
、

ロ
ケ
ッ
ト
パ
ン
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

の
文
字
で
チ
ョ
コ
あ
ん
ク
リ
ー

ム
と
て
も
お
い
し
く
頂
き
ま

し
た
。

・
５
月
16
日

東
武
健
康
ハ

イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
ま
し
た
．

鷲
宮
・
南
栗
橋
間
で
葛
西
用

水
路
ポ
ピ
ー
花
畑
は
色
と
り

ど
り
、
咲
き
ほ
こ
っ
て
い
ま

し
た
。

匿
名

Ｎ
生

芭
蕉
の
通
を
目
指
す
講
座

・
６
月
29
日
（
月
）
～
7
月

4
日
（
土
）
全
６
回

各
13
時
か
ら
16
時
ま
で

・
越
谷
市
中
央
市
民
会
館
で

・
講
師

加
藤
雅
喜
先
生

「
野
ざ
ら
し
紀
行
」
「
鹿
島

詣
で
」
「
笈
の
小
文
」
「
更

科
紀
行
」
「
嵯
峨
日
記
」
を

声
を
出
し
て
読
み
、
解
説
が

あ
り
ま
す
。

【
資
料
代
】
千
五
百
円
当
日

会
場
で

【
申
込
先
】

FA
X

〇
四
六
五
ー
六
四
ー

〇
五
六
七

郵
送

〒
二
五
九
ー
〇
三
〇
三

湯
河
原
町
土
肥
一
ー
七
ー
九

ア
デ
ニ
ウ
ム
湯
河
原
七
〇
五

加
藤
雅
喜
先
生
ま
で

○
学
生
新
聞
の
原
稿
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
詩
歌
は
百
字

以
内
、
随
想
等
は
八
百
字
以

内
。

○
編
集
委
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

・
新
聞
編
集
に
興
味
の
あ
る

方・
新
し
い
事
に
挑
戦
し
た
い

方参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先

郵
送

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

気
付
け

学
生
新
聞
編
集
委

員
会

メ
ー
ル

w
a
k
a
f
a
3
5
@
y
a
h
o
o
.

c
o
.j

p

若
松

ま
で

風
薫
る
５
月
と
言
い
た
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
天
気
予
報

は
毎
日
、
真
夏
日
真
夏
日
と

言
っ
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖

化
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。
高

温
続
き
と
言
う
の
に
、
季
節

は
ず
れ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
っ
て
い
ま
す
。

埼
玉
で
も
と
う
と
う
患
者
が

出
て
、
い
よ
い
よ
我
が
身
に

も
迫
っ
て
き
た
と
い
う
感
が

し
ま
す
。

外
出
時
は
マ
ス
ク
を
と
言

わ
れ
て
近
所
の
薬
局
に
行
っ

て
み
ま
し
た
が
、
ど
こ
も
品

切
れ
で
す
。
せ
め
て
う
が
い

や
手
洗
い
の
励
行
で
し
の
ぐ

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

学
生
新
聞
も
第
２
号
発
行

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

新
聞
は
新
鮮
な
ニ
ュ
ー
ス

が
命
で
す
。
学
生
や
同
窓
生

の
皆
さ
ま
か
ら
も
情
報
の
提

供
や
投
稿
な
ど
の
ご
協
力
を

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第2号 学 生 新 聞 平成２１年５月３０日
2

俳
諧
雑
記
（
二
）

榊
原
敏
子

こ
こ
何
ヶ
月
か
「
去
来
抄
」

を
調
べ
て
い
ま
す
。

「
去
来
抄
」
は
『
猿
蓑
』
編

集
時
の
、
芭
蕉
、
去
来
、
凡

兆
の
会
話
が
多
く
載
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
わ
け
で
久
し

ぶ
り
に
『
猿
蓑
』
を
読
ん
で

み
ま
し
た
。

『
芭
蕉
連
句
古
注
集
猿
蓑
編
』

雲
英
末
雄
（
十
階
の
図
書
室

に
あ
り
ま
す
。
）
江
戸
時
代

に
芭
蕉
を
享
受
し
た
俳
人
た

ち
の
注
釈
の
本
で
す
。
雲
英

先
生
は
、
古
俳
書
の
蒐
集
で

著
名
な
俳
文
学
者
で
初
学
の

者
に
も
御
所
蔵
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
お
し
げ
も
な
く
見
せ
て

下
さ
い
ま
し
た
。
先
生
が
十

余
年
か
け
て
御
苦
労
の
末
、

上
梓
さ
れ
た
御
本
で
す
。

「
鳶
の
羽
も
刷
（
か
い
つ

く
ろ
い
）
ぬ
は
つ
し
ぐ
れ
」

去
来

「
一
ふ
き
風
の
木
の
葉
し

づ
ま
る
」

芭
蕉

発
句
、
脇
、
第
三
と
蕉
門

の
連
衆
の
去
来
、
凡
兆
、
史

邦
と
芭
蕉
と
の
息
の
合
っ
た

す
ば
ら
し
い
連
句
集
で
す
。

連
句
は
前
の
句
を
受
け
て
、

変
化
と
調
和
を
も
っ
て
前
に

進
ん
で
展
開
し
て
い
く
も
の

で
す
。
八
句
目
で
「
め
り
や

す
の
足
袋
」
と
か
、
九
句
目

で
「
無
言
の
内
は
し
づ
か
な

り
」
と
か
何
と
な
く
周
辺
を

ま
さ
ぐ
っ
て
い
る
感
じ
の
と

こ
ろ
へ
、
十
句
目

「
里
見
え
初(

そ
め
）
て

午
の
貝
ふ
く
」
蕉

の
付
け

は
す
ご
い
。
何
げ
な
い
言
葉

で
さ
っ
と
眼
下
が
開
け
、
ど

こ
か
ら
か
昼
の
合
図
の
ほ
ら

貝
ま
で
聞
こ
え
る
さ
わ
や
か

な
風
が
吹
き
渡
る
よ
う
な
場

面
の
転
じ
方
の
あ
ざ
や
か
さ
、

芭
蕉
は
発
句
も
良
い
け
れ
ど
、

付
け
句
が
実
に
す
ば
ら
し
い
。

で
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し
な
昔

話
を
思
い
出
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

昔
、
父
の
机
上
の
半
紙
を

綴
じ
た
冊
子
に

「
…
…
午
（
ひ
る
）
に
な
っ

て
も
呼
び
に
来
ぬ
妻
」
（
上

は
忘
れ
ま
し
た
。
）
と
短
歌

だ
か
俳
句
だ
か
川
柳
だ
か
分

か
ら
な
い
の
が
墨
で
書
い
て

あ
り
ま
し
た
。
子
供
心
に
母

の
事
が
書
か
れ
て
い
る
よ
う

で
誰
に
も
言
わ
ず
に
い
ま
し

た
。
父
は
そ
の
頃
家
の
下
の

方
の
空
家
で
日
が
な
一
日
油

絵
を
描
い
た
り
歌
を
詠
ん
だ

り
し
て
ま
し
た
。
母
も
「
午

の
貝
」
で
も
吹
け
ば
良
か
っ

た
の
に
と
突
然
思
い
つ
い
た

次
第
で
す
。
武
蔵
野
に
ま
だ

ほ
た
る
袋
が
咲
い
て
い
た
頃

の
へ
ん
な
話
。

芭
蕉
は
い
つ
読
ん
で
も
懐

し
い
思
い
を
抱
か
せ
て
く
れ
、

又
常
に
新
た
な
感
動
を
呼
び

さ
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

（
次
号
に
続
く
）

増
岡

法
子

放
送
大
学
の
保
健
体
育
実

技
の
実
習
で
、
四
十
代
後
半

よ
り
、
運
動
に
目
覚
め
る

今
か
ら
二
十
年
前
に
、
放

送
大
学
に
入
り
ま
し
た
。
そ

の
当
時
、
足
の
裏
博
士
で
名

を
馳
せ
た
平
沢
先
生
が
ご
健

在
で
保
健
体
育
を
指
導
し
て
、

体
育
実
技
が
盛
ん
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
二
泊
三
日
の
大
島

で
の
体
育
実
技
も
楽
し
い
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。

あ
る
日
、
ス
キ
ー
の
教
室

参
加
で
の
体
育
実
技
の
単
位

取
得
が
で
き
る
と
あ
り
、
早

速
、
磐
梯
青
年
の
家
で
行
わ

れ
る
二
泊
三
日
の
教
室
に
参

加
し
ま
し
た
。

私
は
、
大
陸
生
ま
れ
、
九
州

熊
本
育
ち
、
雪
に
は
縁
の
な

い
生
活
な
の
で
ス
キ
ー
は
は

じ
め
て
の
経
験
で
し
た
。
わ

く
わ
く
し
な
が
ら
白
銀
の
世

界
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。
そ

こ
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

ス
キ
ー
は
年
齢
に
関
係
な
く

い
つ
ま
で
も
続
け
ら
れ
る
運

動
で
九
〇
代
で
も
や
っ
て
い

る
人
は
多
い
と
聞
か
さ
れ
ま

し
た
。
転
び
方
、
起
き
上
が

り
方
か
ら
教
わ
る
ス
キ
ー
教

室
は
と
て
も
新
鮮
で
私
の
運

動
へ
の
興
味
を
そ
そ
り
ま
し

た
。
こ
れ
な
ら
今
か
ら
は
じ

め
る
運
動
と
し
て
自
分
も
で

き
る
と
。
そ
れ
は
戦
前
、
父

が
満
州
で
警
察
署
長
と
し
て

赴
任
し
、
中
国
の
上
層
階
級

と
の
交
際
の
中
、
女
性
は
纏

足
で
、
運
動
は
必
要
な
い
と

の
考
え
で
、
育
ち
ま
し
た
の

で
私
は
、
全
く
運
動
に
は
音

痴
で
し
た
か
ら
。

放
送
大
学
の
実
技
実
習
の

お
か
げ
で
、
四
十
代
後
半
の

こ
の
年
齢
で
せ
っ
か
く
覚
え

た
ス
キ
ー
な
の
で
毎
年
、
年

に
一
度
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
、

ス
キ
ー
場
に
通
う
事
に
し
て

今
も
続
い
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
今
高
校
二
年
生
に
な
る

孫
を
筆
頭
に
、
四
人
の
孫
た

ち
に
ス
キ
ー
を
教
え
て
き
ま

し
た
。

六
〇
代
後
半
よ
り
山
登
り

に
目
覚
め
ま
し
た
。
昨
年
、

屋
久
島
の
縄
文
杉
に
会
い
に

行
き
ま
し
た
。
長
い
長
い
ト

ロ
ッ
コ
道
を
や
っ
と
終
わ
っ

て
ウ
イ
ル
ソ
ン
株
に
た
ど
り

着
き
そ
れ
か
ら
が
本
格
的
な

登
山
道
路
で
何
度
も
山
越
え

谷
越
え
全
身
び
っ
し
ょ
り
と

雨
に
ぬ
れ
て
の
縄
文
杉
と
出

会
い
、
次
の
日
は
全
く
動
け

な
い
ほ
ど
の
足
の
疲
れ
を
感

じ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、

私
は
体
重
を
減
ら
し
足
を
鍛

え
る
事
に
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
夜
八
時
以
降
は
食

事
し
な
い
。
間
食
は
し
な
い
。

腹
八
分
を
心
が
け
る
。
そ
し

て
、
駅
で
は
、
荷
物
が
多
く

て
も
、
の
ぼ
り
は
階
段
。
く

だ
り
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
、

膝
に
負
担
を
か
け
な
い
。
の

ぼ
り
の
階
段
も
少
し
ず
つ
早

く
し
て
い
く
。
私
の
勤
務
先

の
日
本
語
学
校
は
六
階
の
教

室
が
多
い
が
上
り
は
元
気
に

下
り
は
気
を
つ
け
て
・
・
と
。

そ
し
て
、
私
な
り
の
運
動
を

取
り
入
れ
て
六
ヶ
月
で
六
キ

ロ
の
減
量
を
果
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ま
た
今
年
も
屋
久

島
に
行
き
ま
し
た
。
白
谷
雲

水
峡
、
も
の
け
姫
の
森
、
太

鼓
岩
等
大
自
然
の
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
を
歩
き
周
り
、
連

日
の
強
行
軍
に
も
め
げ
ず
六

日
間
を
楽
し
む
事
が
出
来
ま

し
た
。
世
界
自
然
遺
産
の
屋

久
島
は
自
然
の
宝
庫
で
す
。

今
年
の
七
月
は
皆
既
日
食
が

見
れ
る
事
で
島
も
大
変
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
に
関
わ
ら
ず

何
度
で
も
言
っ
て
み
た
い
と

こ
ろ
の
ひ
と
つ
で
す
。

物
事
を
は
じ
め
る
の
に
年

齢
は
関
係
な
い
の
で
す
ね
。

思
っ
た
と
き
が
チ
ャ
ン
ス
で
、

物
事
を
は
じ
め
る
の
に
一
番

い
い
と
き
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。
放
送
大
学
も
そ
の
ひ
と

つ
で
す
ね
。
学
習
し
た
く
な
っ

た
時
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
も
の
。

私
は
声
を
大
に
し
て
言
い

た
い
で
す
。｢

全
て
、
や
ろ

う
と
思
っ
た
と
き
が
一
番
い

い
チ
ャ
ン
ス
だ
。
年
齢
に
躊

躇
し
な
い
。｣

と
。

投
稿
コ
ー
ナ
ー

運
動
と
私

サ
ー
ク
ル
案
内

詩
歌
・
川
柳

N
さ
ん
の
日
記

学
外
情
報

コ
ー
ナ
ー

編
集
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

編
集
後
記


